
資料２－１ 
「青森市健康寿命延伸計画」における重点取組 

◆現状と課題  

〇本市の平均寿命は、2015 年では男性 78.9 歳、女性 85.7 歳と、ともに全国市町村の中でも

依然下位に位置する状況にあります。 

〇三大死因である、がん、心疾患、脳血管疾患による死亡率、及び糖尿病による死亡率が、

全国と比較して高い状況で推移しています。 

※青森市総合計画基本構想・前期基本計画より抜粋 

 

◆健康寿命延伸を図るために 

○ 市民の更なる健康寿命の延伸に向け、保健・医療の関係団体、地域の関係団体、学校、

企業・事業者、行政等により組織した「青森市健康寿命延伸会議」と連携し、市民の

健康と寿命に影響を及ぼす「がん」「肥満・糖尿病」「たばこ」に重点を絞り、地域・

職域での健康づくりを推進する健康づくりリーダー等、健康づくりのための人材育成

も行いながら、市民総ぐるみの健康づくり運動を強力に推進します。 

    

《重 点 取 組》

〇 がん予防対策

〇 肥満・糖尿病予防対策

〇 たばこ対策

〇 健康づくりリーダー等の育成と活動支援

〇 あおもり健康寿命延伸フェア

会長 （青森市長）

事務局 （健康寿命対策室）

市民総ぐるみの健康づくり運動の推進

アドバイザー 弘前大学大学院医学研究科 特任教授 中路重之氏

連携機関 33団体（延伸会議における戦略の決定）

実践組織（具体事業の企画・運営）

地域健康づくり部会
地域の健康づくりや普及
啓発に関する事項

（22団体）

職域健康づくり部会
企業・事業所における健康
づくりの推進に関する事項

（12団体）

青森市健康寿命延伸会議 組織体制

 

  ◆計画の体系図  

 

（1）市民のヘルスリテラシー（健康教養）の向上

（1）生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

（2）健診・検診の充実

（1）栄養・食生活

（2）身体活動・運動

（3）休養

（4）飲酒

（5）喫煙

（6）歯・口腔の健康づくり

（1）子どもの健康づくり

（2）高齢者の健康づくり

（3）こころの健康づくり

（1）社会全体で支える健康づくり

①健診・検診の重要性の普及啓発
②受診しやすい健診・検診の環境づくり

①健康な食習慣の確立
②人材の育成とバランスの取れた食の普及啓発
③市民が食生活改善に取り組みやすい環境づくり
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5

地域における健康づ
くり運動の促進と健
康を支え守るための
環境づくり

①市民が生活習慣改善に取り組みやすい環境づくり
②地域、学校、企業・事業者等、行政の連携による、社会全体
で健康づくりに取り組む環境の整備

1
市民のヘルスリテラ
シー（健康教養）の
向上

①市民のヘルスリテラシー（健康教養）の向上への支援
②健康に関する正しい知識を身につけ活用し、普及する人材の
育成

①高齢になっても元気でいきいきと生活できる心身機能の維
持・向上

①子どもの健やかな発育と健康的な生活習慣づくり

①こころの健康を保つ知識の普及
②うつ病予防、自殺予防の普及啓発
③身近な相談体制の整備

①がん、循環器疾患、糖尿病などの予防
②高血圧、肥満予防対策の推進

①良質で充分な睡眠と休養についての普及啓発
②休養を大切にする社会環境の改善

①たばこの害と健康への悪影響に関する知識の普及と禁煙支
援、受動喫煙防止対策の推進

①生涯を通じた歯･口腔の健康づくり
②生活習慣病予防のための歯周病対策
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理念 基本視点 基本方向 主な取組

生活習慣病の発症
予防と重症化予防の
徹底

4
社会生活を営むため
に必要な心身の機能
の維持・向上

①過度の飲酒による健康への悪影響に対する取組の推進
②未成年者や妊婦の飲酒を防止する社会環境の改善

生涯を通じて健康で
あるための生活習慣
づくり
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①身体活動・運動に取り組む習慣づくり
②運動に取り組める環境の整備

※太字箇所は、健康寿命の延伸を図るための課題であるため、
　「青森市健康寿命延伸会議」と連携し、重点的に取り組む。


